
第２ 章　電子メール新聞

資料3-2-1　インターネットの利用によって、利用の減少したメディア
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ロ ー般回答者N  = 1,000

■ ウェブ回答者N  ―1,567

資料3-2-2　インターネットを活用し始めてからの
雑誌の購入頻度
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IIXI （株）ギガジャパンの「既存マス媒体との

接触に関するアンケート調査」を元に作成
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す っ か り 定 着 し た 電 子 メ ー ル 新 聞

1995 年 に イ ン プ レ ス が 『INTERNET Watch 』 を 創|:|』し て 以 来 、

電f･ メ ー ル 新 聞 は 急 速 に 国 内 の イ ン タ ー ネ ッ ト 利 川 者 の 間 に 浸 透

し て い る､うIUf･ メ ー ル を 使 い 情 報 を 読 名‘の メ ー ル ポ ス ト にJII;け る

と い う シ ス テ ム が､ 毎 朝 ポ ス ト に 配 達 さ れ る 新 聞 の 概 念 と マ ッ チI

こ の メ ー ル シ ス テ ム に よ る 情 報 デ リ バ リ ー の 新 シ ス テ ム｡よ･ は 、

特 に ダ イ ヤ ル ア ップ 接 続 の 多 い 日 本 の イ ン ター ネ ッ ト 利 川 捐 こす

ん な り と 受 け 入 れ ら れ た 。

イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 情 報 サ ー ビ ス と し て す っ か り 定 杵し た 電j ’･

メー ル 新 聞 は 、 以 降 、 前 述 の イ ン プ レ ス を は じ め 、 ソ フ ト バ ン ク

や|| 経BP な ど 出 版 社 系 、 毎 日 新 聞 社 な ど 新 聞 社 系 、 あ る い は ま

ぐ ま ぐ に 代 衣 さ れ る よ う な 企 業 体 を 母 体 と し な い 、 有 志 に よ る　・

種 イ ン デ ィ ー ズ 系 の も の ま で 、 数 多 く ひ 場 し て い る 、 中 に は

『11etｎ『≫ vi mail 』（ 川経 ＢＰ 発 行:12 万 部 ） や 『FREE Watch 』（ イ

ン プ レ ス 発 行:10 万 部 ） な ど 、 紙 の 雑 誌 メ デ ィ ア な ど と比 較 し て

も 、|･ 分 匹 敵 し う る 部 数 レ ベ ルに ま で 到 達 し た も の も あ り 、今 後 、

電f･ メ ー ル 新 聞 が ど う や っ て 自､y し 、 メ デ ィア と し て 成 熟 し て い

く か が 人 き な 課 題 と な っ て い る｡

こ の よ う に 、 現 在 次 々 に び 場 し 活 況 をＴ士 て い る か の よ う に 見

え る 電f･ メー ル 新 聞､lj‘場 だ が 、 無 剔………ｲj‘ 宰゙ 1･のjllif メ ー ル 新 聞 と も 、

そ の 多 く が い ま だ 商 業 的 に 採 算 を と れ る メ デ ィ ア に ま で 成 長 で き

て い な い と い う 現 状 も あ る 、

送り手と受け手の認識の差が発展を阻む

現在の電ｆメール新聞には人きく分けて2つの課題、商川川的

でないメールサービスとの内容の切り分け、購､読収人モデルの構

築がある．

まず、非商川メールサービスとの内容の切り分けについて、電

ト インターネット白書'98

了･メール新聞は、紙の新聞に比べると相肖低コストメディア（た

とえば販売店による流通システムや|ﾐlj刷コ ストなどが 一切かから

ない）なだめ、比較的簡県に咎人できるメディアではある。その

ため、現在、佃人・企業ベース合わせると数えきれないほどの電

ｆメール新聞があり、たとえば｡ ’ウィークリーまぐまぐ」ａ.LIなど

は、電子 メール新聞として は現 在最人級の 部数 （購読 名･数 約

322,400 人： 公称部数）を､洽る までに成長している。しかし、こ

れはあ くまでも無料の、個人ベースの同志による会報誌的な電了

メデ ィア、 または企業による宣伝広片を亅ﾓ体 とした電子メディア

の例であり、資料3-2-4 に 挙げ るｲj‘料電 了･メール新聞のような商

業ベースで運営するメディアとは分けて考えるべきである、現在

のところ。電ｆメールを媒体としたすべてのメデ ィアが電子メー

ル新聞とｊ われているが、 今後、商川メールサービ スと非商Jljメ

ー ルサービ スとの間で内容の切 り分けが進むにつれて、「電子メ

ール新聞」という分野が絛 立されていくと思われる。

次に、購読収人モデルの構築についてだが、こちらは、購読料

い|荐Ⅲの提供に対してのII｛肖な対価｝の設定が難しいという問題

に1111:而している、たとえば インプレスの[INTERNET ｗａtch』

を 例にとると、現在|日りで月額300 円 と いう購読料が設定されて

いる。この価格は 一般新|司の月額購読料とiil.純 に比べれば格段に

安いが、「基本的に文字しか使えないための新聞や雑誌に比べ衣

現力が乏しい(HTML メー ルなどを使うｆ だて はあ るが･i::, )」、

「人多数の人にとって インター ネットは接続する だけで多くの出

賞を伴っているので、さらに購､読料のかかるサービスにはいささ

か抵抗がある］、「基本的に晢 報はタダである という圧倒的な世間

の認識」などの現実が、発仁惻と受け手惻の双方が納得いく価格

設定を難しくしている｡



すでに定着、メディアデザインが今後の課題
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資料3-2-3　インターネットを活用し始めてからの新聞購読時間の変化
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資料3-2-4　 広 告と購読料を取っている電子メール新聞一覧（日刊のみ）

媒　体　名 発　行 発行部数 発行日 購　読　料　 金 内　　　 容

Mainichi Daily Mail 毎日新聞社 35,000 月～土 半年3,000 円 インターネット情報や「毎日新聞」からのダイジェストニ
ュースを配信。

NIKKEI MAIL-Cyber 日経新聞社 10,000 月～金 半年3,000 円/1年5,400 円
インタ
ーネットやパソコン関連のニュースを配信。取材記

事のほか、メーカーの発表資料の転載もある。

PC  WEEK  WIRE ソフトバンク 10,000 月～金 1年6,240 円 「PC WEEK 」の電子メール版。パソコンやワークステー
ションなどに関する記事を配信。

Macintosh WIRE ソフトバンク 10,000 月～金 半年4,800 円/1年9,600 円 Macintosh関連分野の情報を配信。ソフトバンク株式会社
の「MacUser 日本版］「Beginners'　Mac」「MacWEEK
Online JAPAN 」の3編集部が共同で作成。

INTERNET Watch インプレ ス 30,000 月～金 半年1,800 円/14か月3,600円 国内外のインターネット関連のニュースを配信。

PC Watch インプレ ス 18,000 月～金 半年1,800 円/14 か月3,600 円 新製品情報や、「コンピューター関連書籍売れ行きランキ
ング」「SIMM 価格調査」などの市場動向、PC匚関するコ
ラムなど。

TechWire Japan インプレ ス 5,000 月～金 半年3,000 円/14か月6,000 円 米国ＣＭＰ社によるIT関連ニュ ースサービ スTechWire
/TechWeb の中から、重要な記事を選んで翻訳、配信して
いる，

町1冨71 各社資料をＸに編集部で作成

既存メディアと共存できる新しいメディアへ

以上のように　 ビジネスモデルとして考えるとまだまだ多くの

課題を抱えている電子メール新聞ではあるが、すでに多数創刊さ

れた電子メール新聞とその購読者数の増加をみれば時代の求める

情報サービスメディアの1つ として、有力な地位を俑いyしつつあ

ることは確かだ。ア クセス　メデ ィア インターナショナル（株）

が行った調介によると、インターネットによって使Jljが減ったメ

ディアのうち、ウェブ川答者ではパソコン通信、テレビに次いで

新聞は3 番||、 同 じく郵送川答者ではパソコン通仁、テレビ、電

話に次いで新|司は４番目となっている（｡資 料3-2-1) 。 こ の結米か

らは、電話やパソ通などコ ミュニケーションメディアの代川とし

てのインターネット利川に続き、テレビや新聞などマスメディア

の代用としてのインターネットの台頭が思い浮かぶ。「WIRED 」

創業者のルイス・ロゼット氏は「|||メデ ィアはなくならない。し

かし、晢 搬のニーズは佃別、専門的になってきている。多くの読

者や視聴者を集めなければ成り立たないマスメディアという考え

方が恐竜のような存在なのだ」註1　と、 インター ネットll の メデ

ィアに関するインタビューで語っている。 他メディアと明俑にjl,’

別化で きる特性（紙メデ ィアよりも早く情報を伝えられる即時性

やハイパーリンク機能など）だけではなく、 インターネット時代

の個々の読者ニーズにマッチしたメディア・デザインがで きるか

否かに､電 子メール新聞の発展はかかっているということだろう。

新聞の代川品ではなく新しいメデ ィアを創出する、すなわちデジ

タルメディアの巾 におけるブランドを確立する（メデ ィアを維持

９７

するための購読収入や広告価値が生まれる）ことが、電子メール

新聞ビジネスを考える11でのポイントになる。そういった意味で

は、いまだ草創期にある電子メール新聞業界、メディアデザイン

の模索は今しばらく続きそうである。

（水島晃一・株式会社インプレス）

注1　1 迦の電 ｆ メー ルを 複数の 人間に 送る という点 で考え れば、 電子 メー ル

新 聞び場 以 前に もメーリ ングリ スト などの手 法が存在し ていたが 、これ

は特 定グループ で情 報を 共有しての コ ミュニ ケーショ ンやコラボ レーシ

ョ ンに利川する ための于･法。 イン ター ネット 上のコ ミュ ニ ケー ションツ

ー ルの発展的 な活 川法であ るという 部分で電 』’－メー ル新 聞とは異 なるの

で、あえ て新シ ステ ムと衣現した。

注2 「 まぐまぐ」の システムデザ インをした 深水英一 郎氏 が96年5 月か ら佃人

で始めた電 ｆメー ルを使っ たフリーペ ーパー「えふりぺ」がほ体となり、

自由 参加 可能な メールアド レスの自動 登録＆ メール送信 システ ムとし て

97 年2 月に公開 された。 個 人ベー スの メールマ ガジ ンを束ね 、配祐 肛業

として現 在運営 されている。98 年4 月叶|現 在の公称 部数は約322.400人。

注３　ＨＴＭＬメ ール形式 によ り写真付 きなどの表現力 を高め た電 子メ ール新聞

は、毎 川新聞 が発行する 『Mainichi Daily Mail』の 「INTERNET 」 を再

編集した 「IN BOX ＤＩＲＥＣＴ」 や、長野 斤輪の際、朝 日新聞が希望 者に

配信じた メール新聞などがあ る。

注4　1998 年3月７囗発行 『朝 日=新聞』 掲載のr 原編 集委員が聞 く デツ タル風丿

記串より引川･

参 考文 献:　[PC ＤＥＣＯ』（ イ ンプ レ ス1997.10 ）
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